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第１５６回街なか研究会 日本橋浜町のまちづくり 参加者コメント  

１．浜町街歩きの感想 今井晴彦氏 
東京駅に近いわりに、どこかゆったりとした雰囲気を持つ街であった。オフィスビル群に占拠されてい

るのではなく、居住者がかなりいることや、浜町公園や墨田川の存在がこのような独自の雰囲気を醸し出

しているのだろうか。人形町とも似ているが、ただ歴史的な蓄積はあまり感じなかった。色々な新しい個

性的な店舗を誘致しつつ街を創っていることに敬意を表したい。 

ただ私のようなくそ爺には、生きにくい街になっていくのだろうというのが正直な感想である。極めつ

けは最後の懇親会の居酒屋で、タバコを吸うには１００ｍ以上も歩いていかなくてはいけないなど、想像

を絶する状況であった。歓迎されない人種なのでしょうがないといえばそれまでだが。今井晴彦氏 

 

２．三橋重昭氏 
１） 主に浜町 3 丁目西側を歩いた。 

 ・浜町は慶長 8(1603）年に神田山(現神田駿河台）を削った土によって埋め立てられた 

   明治維新まで武家地と町地が混在した町 

 ・明治 5 年、武家地中心に「浜町」が正式名称になる。 

 ・安田善次郎 明治 19 年 浜町 3 丁目の島津家屋敷、明治 23 年に浜町 1 丁目の細川家 

  の屋敷を取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・バブル崩壊後、浜町 3 丁目西側地区 A～Ｆ 再開発に向けた検討開始 

  大地主の安田不動産中心に 

   結果 1997 年 Ｆタワー 完成 （カゴメ本社など） （Ｆ地区） 

      2003 年 安田スカイゲート完成 （タワマンなど） （C 地区） 

      2005 年 超高層ビル トルナーレ日本橋浜町 完成 （Ｄ地区） 

 

 

 

 

安田善次郎翁が取得した土地（明治 6（1873）年） 日本橋浜町周辺の地図（明治 17（1884）年） 
出典：ともに中央区京橋図書館（安田不動産ハームページより） 
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  その後、再開発は中断 

   残る中小ビル、個人住居 

      2017 年 安田不動産主体で 浜町を盛り上げる会 設立 

      2020 年 （一社）日本橋浜町エリアマネジメント設立 

       正会員 カゴメ、明治座、安田不動産など（年会費 30 万円以上） 

       一般会員 ギンビス、河淳など（年会費 5 万円以上） 

       特別会員  五の部連合町会、など （年会費 無料） 

    エリマネ活動の 3 本柱 

       １．まちのプロモーション 

       ２．まちの交流促進 

       ３．まちの環境整備 

    エリマネ事業は、水代優氏の good mornings に委託 

 

  

ブロックに分け浜町三丁目を開発 
出典：安田不動産ハームページより 



３ 

 

２）浜町地区の人口  都心近くの職住混交地区 

        昼間人口   夜間人口 

浜町  3 丁目  6128     4708 

   2 丁目  7700     4921 

   1 丁目  2807      2149 

        計  16635    11778 

   

■ 感想 

１．再開発ビル 3 棟と非再開発区域をゆっくり歩きたかった 

２．非再開発区域は、リノベとエリマネ活動  

３．エリマネ会社を中心に 

    ・浜町の価値向上を図る 

    ・街への愛着醸成を図る  

４．まちづくりコンセプト 

   「手仕事」と「緑」の見えるまち 

  下町風のテナントではなくミシュランクラスの高級ブランド店誘致 

      ニューバランスのイメージショップやソムリエ店舗 

５．浜町ＷＥＢ→  https://areamanagement.hamacho.jp/ 

 

６．浜町を歩くのは初めてだった。グリッド状で方向感覚が分からなくなった。 

  今度は人形町駅から甘酒横丁を通り、浜町（立ち寄り場所は、浜町ホテルロビーやハマハウスなど） 

 を通って、清澄橋を渡り、清澄庭園から清澄白河駅着を歩いて見たい。（徒歩距離２ｋｍ）                                   

 

  



４ 

 

３．浜町のエリアマネジメントの感想 木村晃郁氏 
 ○ 単一不動産会社によるゆったりしたまちづくり 

浜町三丁目１～２２番地区は、基本的に安田不動産という単一の地主と借地権者の地区となって

いる。この安田不動産は日本一の資産管理会社と言われているらしい。なので、大手不動産会社なの

にリノベーションを行っている。また、HAMA HOUSE というまちづくり拠点となる小規模なビル

を建設している。なんとも、ゆったりしているのである。 

 

 ○ 小～大規模開発とリノベーションのハイブリッドまちづくり 

浜町三丁目１～２２番地区は、安田不動産によりＡ～Ｆの 6 ブロックに分割されている。 （2 ペー

ジ参照）ＦブロックとＢ ・Ｄブロックは、大規模開発により大街区化が図られた。これにより、上場

企業や高所得者住民の吸引に成功している。 

これ以外のＡ ・Ｃ ・Ｅ街区については、スポット的に、中規模や小規模な開発を行うとともにリノ

ベーションによる特色ある店舗棟を誘致している。 

このため、多様性のあるまちづくりに成功している。 

 

 ○ プロデューサーによるセンスのあるまちづくり 

店舗等の誘致については、プロデューサー水代優氏によるところが大きいのではないか。特色ある

店舗を誘致するとともに、リノベーションを含めた建物の設計もデザイン性の高いものとなってい

る。何処まで、水代氏が関与しているかは想像の範囲であるか。 

一つ一つの店舗も、時間があればもう一度ゆっくり訪れたいと思う。ただし、飲食店については、

予約で一杯のようでもあり、私の財力のなさもあり、難しそうである。 

 

 ○ まちのにぎわいづくりに期待 

浜町は、エリマネ組織が言うように日本橋のどん詰まりで、交通不便な地区で、元々は倉庫などが

多くあった地区である。そのため、商店街が形成されず、現在も店舗が集積しているエリアはない。

エリマネを含めて新たな店舗の誘致も点的な誘致になっており、まちの中にポツンポツンと立地し

ている。このため、訪問したのが晩秋のせいもあって、まちがやや暗いイメージの印象を受けた。 

Ｆビルやトルナーレ等の大規模開発もまちに対して店が開いていないのも、その原因の一つでは

ないかと思う。 

今後は、エリアマネジメントにより、大規模開発のオープンスペースを活用した、バザールやマル

シェなどまちのにぎわいづくりが行われるのではないか。 
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第１５６回街なか研究会 日本橋浜町のまちづくり 写真一覧  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

会場の HamaHouse。街の新旧住民や働く人、街を訪れる人たちが集う場所「街のリビング」をコンセ

プトにした複合ビル。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

1F は開放感あふれる書店兼カフェ、2F はキッチンスタジオと good mornings 本社オフィス、3F は個

性あふれるクリエーターが集うスモールオフィス、そして屋上には 会議も可能なルーフテラス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

HamaHouse の本棚 講師の安田不動産(株)古屋修一

郎氏 
プロデューサーの水代優氏 
（good mornings(株)代表取締

役） 
※ good mornings（グッドモーニングス）株式会社は、全国各地で地域おこしや場のデザインを手がけ

る。 
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第１５６回街なか研究会 日本橋浜町のまちづくり 写真一覧  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

PAPER TIGRE（パピエ ティグル)フランス発の文具店 HAMACHO 
HOTEL&APARTMENTS 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「手しごと」と「緑」のみえる街”という街づくりコンセプト。ホ

テル・店舗・賃貸住宅で構成され、建物周囲や外観、室内には緑を

ふんだんに取り込んでいる。 

TOKYO CRAFT ROOM への階

段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

CRAFT CHOCOLATE TOKYO 
ｎｅｌ 

えぐち（寿し） 
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第１５６回街なか研究会 日本橋浜町のまちづくり 写真一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

日本マーガリン協会というのが

あった 
あやめ第一公園、HAMACHO 
Sports Festival の会場 

ブーランジェリー ・ジャンゴ（パ

ン）江古田から移転 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

日本橋安田スカイゲート 
１階にはドアの取っ手など建築金具の河淳(株)のショールーム 

Single O（カフェ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ヒナタノオト（工芸品） HAMACHO FUTURE LAB＋ととのい研究所（サウナ） 
（ワクト設計） 

 
  



８ 

 

第１５６回街なか研究会 日本橋浜町のまちづくり 写真一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ととのい研究所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

TOKYO MIDORI LABO 
安田不動産(株)と、植栽設計から空間プロデュース、店舗開発など植物に関する事業を手がける

(株)DAISHIZEN が中心となり計画、立ち上げた複合型のシェアオフィスであると同時に、都市におけ

る緑や農の可能性を創造するプロジェクト名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

T-HOUSE NEW BALANCE 
「茶室」のもつ清らかさ、平穏さ、調和からインスパイアされ、日本の伝統的な建築様式の一つで、築

122 年の歴史がある蔵(くら)を新しい機能として活用し、現代的な建築と融合させた空間。 
 
  



９ 

 

第１５６回街なか研究会 日本橋浜町のまちづくり 写真一覧  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

浜町かねこ（そば） 谷や 和（讃岐うどん） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

トルナーレ日本橋浜町は「日本橋浜町三丁目西部地区市街地再開発事業」により整備 
100 名を超える権利者により『住み続け、働き続けられるまちづくり』の実現をめざし 2005 年（平成

17 年）8 月、住宅・業務・商業を兼ね備えた複合施設として完成。 「トルナーレ」とは、イタリア語で

「帰る・帰ってくる」という意味。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

浜町神社 
トルナーレ日本橋浜町内 

日本橋浜町 F タワービル 
浜町地区の最初の大規模再開発 
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H am a H ouse  
 H am a H ouse

1F 2F good 

m ornings 3F  
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1
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good m ornings

H am a H ouse

 

 

H am a H ouse  

 H am a H ouse  

 103-0007 3-10-6 

 T E L 03-6661-7084 

 8:00 21:00 L .O .20:00 10:30 18:00 

  

 1F /21 2F /18  

 H P http://goodm ornings.co.jp 
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x
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まちのリビング「HAMA HOUSE」から発信する、これからの時代のコミ

ュニティの在り方。 

 
多くの街のコミュニティ作りを手がけ、人々の交流を生み街の魅力を再構築してきた good mornings。そ

の活動の拠点は、日本橋・浜町の「HAMA HOUSE」にあります。彼らが浜町に関わるようになって約３

年。街はどのように変わり、これからどんな発展を遂げていくのでしょうか？good mornings 代表の水代

優さんの語る街づくりとコミュニティのお話の中には、未来に向けた素敵なヒントがたくさん詰まって

いました。 
 

good mornings は、街をエディトリアルする“編集者”。 
 
―good mornings では、カフェの運営から地域の活性化事業、メディア作りまで幅広い活動

をされていますね。 

 
good mornings の仕事は、一言で表すと“場づくり”です。街をより良くするための場を作り、雑誌のエデ

ィターのように、その場所を編集するのが我々の役割だと思っています。幅広く活動しているとよく言わ

れますが、すべては場づくりの一環としてやっているので、たとえば街の面白さを表現するために必要に

なれば、WEB も作ればフリーペーパーも作る。だから結果として領域が広がっているイメージですね。 
 
―場づくりのための編集とは、具体的に日々どんなことをされているのでしょうか？ 
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場を編集するということは、言い換えると“コネクトする力”を発揮するということです。良い編集者っ

て、世の中の流れを見つつ、異質なものを組み合わせて新しい切り口を見つけるのが上手でしょう？それ

に「こんなこと言ったらデザイナーがやる気をなくすだろう」とか「著者の言いたいことと宣伝の方向性

が違うから、ここを調整しよう」みたいなことをわかっていて、うまく先回りして関係者をコネクトしな

がら皆を導いていく。それに近いことをしていますね。 
 
なので、日々さまざまな要素をつなげるために動いていますが、人に会って話をしたり、そのためにどこ

かを訪れたりすることが多いので、一つ一つ細かくお伝えすると遊んでいるだけじゃないかと思われそ

うです…（笑） 
 
―いえいえ、楽しそうに見えるのは良いことです（笑）、きめ細かいコミュニケーションが

必要そうな役割ですね。 

 
どんなプロジェクトでも、最初はつなげる質より量が必要になってくるので、できるだけ多くの人に会っ

て話をして、情報を伝えたりアイディアを出し合ったりしています。 
 
この浜町での活動もそうです。ここはさまざまな属性の住人や地元企業の方、町内会やその青年部など、

多種多様な人たちがいる街ですが、はじめは皆接点が少なくバラバラに感じることが多かったので、とに

かくそれぞれの立場の人たちと会ってつなげるということをしてきました。また街に関わる人の浜町に

対するイメージもさまざまで、近年移住してきた若い家族は教育環境の良さや自然の多さに魅力に感じ

ていたり、ビジネス関係の人はアクセスの良さを気に入っていたりと、それぞれが感じる良さがある街な

んです。だから、その多様な人と多様な魅力をどうやってつなげて関係性を作っていくかを、いつも考え

ていますね。 

 
good mornings の拠点、HAMA HOUSE。ブックカフェ、イベントスペース、オフィスなどさまざまな顔がある 
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―浜町を活動の拠点にされたのも、その多様性に惹かれる部分があってのことでしょう

か？ 

 
そうですね。ここに HAMAHOUSE を作る前から浜町には関わっていますが、街にいろいろな顔があっ

て実に面白い場所です。それと、このあたりのディベロッパーである安田不動産さんの考え方や姿勢にも

共感してこの場所を選んだという側面もあります。街づくりや場づくりは長い時間をかける話ですから、

物件の良し悪し以上に街に対するスタンスに共鳴できる相手と一緒にやりたいと思いました。 “手仕事

と緑の見える街”という彼らの考える浜町のコンセプトも気に入ってます。 
 

コミュニティは、“納品する”ことによって大きく進化する。 
 
―街を活性化させるためにはコミュニティというキーワードが重要になると思いますが、

そもそも水代さんの考えるコミュニティの定義とは何でしょうか？ 

 
コミュニティは家族や友人の“縁（ふち）”にあるものだと思っています。家族・友人が花の中心だとし

たらその周りに広がる花びらのようなイメージ。近しい人の“外”ではなく“縁”にあって、数が多いほ

ど人生に潤いをもたらすのがコミュニティではないでしょうか。 
 
―では、良いコミュニティとはどんなコミュニティだとお考えですか？ 

 
良いコミュニティには①先輩後輩の上下関係がないこと②出入りが自由であること、という２つの条件

があると思います。僕たちは地元の青年部からカルチャーで結びつく仲間まで、いろいろなコミュニティ

を見てきましたが、これはどんなコミュニティにも共通して言えることですね。 
 
カウンターバーなどで想像してもらうとわかりやすいです。常連さんもいるけれど、勇気を出して入って

きた新しいお客さんにも優しいお店は居心地が良いですよね？それに、皆が好きな時に行って「今日は誰

がいるかな？」と気軽にお店に出入りしている。そういう良いお店ではマスターがお客さんを上手につな

げている場合が多いですが、コミュニティにおいてもフラットで自由な環境を作る、ハブになる人のスキ

ルが重要ですね。 
 
―ほど良いゆるさがあることが大切なんですね。その一方で水代さんが関わるコミュニテ

ィは、ゆるさの中にも多くのアウトプットを生み出している印象があります。 

 
コミュニティが活性化するきっかけは、皆で何か成果物を“納品する“ことだと思うんです。異なるバッ

クグラウンドを持つ人たちで一緒に何かを作って納品すると、劇的に人間関係が変化して、コミュニティ

が進化していきます。 
 
たとえば、浜町には野菜ジュース等で有名な「カゴメ」の本社があるのですが、地元住民の方はいつも街
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中で見ているビルがカゴメだということを、意外と知らなかったんですよね。一方でカゴメは地元に開い

ていきたいという思いのある企業だったので、彼らをもっと地元につないでいったら面白くなりそうだ

と思いました。それで僕らはさまざまな人を巻き込みながら、HAMA HOUSE でカゴメのトマトのサラ

ダバーをやったり、屋上でトマトの植樹会をしたり、とにかく皆で多くのイベントを“納品”することを繰

り返しました。イベントは特に地元のママ層に好評で、それまで馴染みのなかったカゴメという企業に親

しみを感じ、応援してくれるようになりました。そして逆にママさん達からの声かけで、学校のイベント

でのトマトジュースの協賛に発展するなど、どんどん交流が深くなっていきましたね。 
 

 
トマトの植樹会で植えたさまざまな品種の苗。苗のポットは同じく浜町に拠点のあるインテリア雑貨の「KEYUCA」とコ

ラボした（写真提供：good mornings） 
 
―とにかく形にするということでコミュニティが発展していくんですね。 

 
コミュニティ活動と納品活動を一緒に進めていくと、すごく面白い街になると思います。納品と言って

も、プロダクトを作るだけじゃなく、マルシェでお店を出すとかイベントをやるとか、形は何でも良いん

です。納品するということは、小さな産業が創出されているということ。ポコポコとプロジェクトが生ま

れて動いている街は、活気があるし魅力的ですよね。 
 
―実際に何かを作ろうとなった時には、コミュニティのメンバーが手を動かしてすべて作

るのでしょうか？ 

 
場合によりますね。デザインが必要になるものなどは、プロのクリエイターに依頼するケースもありま

す。それにクリエイターにコミュニティと納品活動のハブになってもらえたら良いなという思いもあっ

て、HAMAHOUSE の 3 階はクリエイターのスモールオフィスにしています。 
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クリエイターも巻き込む、HAMA HOUSE のイベントの多様な切り口。 
 
―なるほど。何かをやろうと思ったときにすぐにクリエイターの協力を得られる環境にあ

るということですね。 

 
そうですね。実際にここにオフィスが構えるクリエイターが、地元団体のロゴや施設のネーミングを作る

事例も生まれています。地元に面白いプロジェクトがたくさんある街だと認識されれば、クリエイターも

ここに集まってくるんじゃないかなとも思って。だから意識的に彼らをコミュニティとつなげるように

しています。 
 
―クリエイターがコミュニティにおいて果たす役割は何でしょうか？ 

 
僕らはコミュニティが生み出すものを通じて“人の心を動かしたい”と思っているのですが、クリエイタ

ーもそこが似ていて、彼らはデザインやコミュニケーションで人の心を動かすことを常に考えています。

だから単純におしゃれなものを作りたいから彼らに頼むのではなく、クリエイティブで人の心をつかむ

という役割を彼らに期待しているんです。 
 

 
 
―HAMA HOUSE では、クリエイターの感性を刺激しそうなイベントも多く開催されています

よね。 

 
さまざまな属性の人をつなげて街を活性化することが我々の役割ですから、ここでやるイベントも多様
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な人たちの関心を集めるように工夫しています。 
 
たとえば過去には、NIKE の創業者であるフィル・ナイトの自伝「SHOE DOG」という人気書籍の発売

イベントをやったのですが、これなどはクリエイターにも興味深いものだったのではないでしょうか。

「SHOE DOG カフェ」と称して、期間中は HAMA HOUSE の壁の本棚を全てこの本で埋め尽くし、発

売日のイベントを皮切りに、さまざまな関連企画を催しました。この本が好きな若手起業家を集めてトー

クバトルをやったり、NIKE のクリエイティブ担当者を呼んで話を聞いたり、女子大生支援チームを巻き

込んだトークイベントなんていうのもありました。それと、主人公のフィル・ナイトが何度ピンチに直面

しても戦い続ける男だったということから着想し、“震災の被害を受けても負けない人々”という文脈で、

熊本や三陸の生産者とコラボレーションもしましたね。そうすると、バックグラウンドがさまざまでも、

本という共通のテーマから派生したイベントをきっかけに、そこに集まった人同士で仲良くなったりす

るんですよ。 

 
「SHOE DOG」という一冊の本をテーマし、さまざまなイベントが展開された（写真提供：good mornings） 
 
―それだけ多様な切り口があると、さまざまな人が集まりそうですね。そうした企画のアイ

ディアはどのように生まれるのでしょうか？ 

 
いろんなイベントをやるので、企画やアイディアが豊富なんだろうと誤解されるんですが…。僕はそうい

うことを考えるのは、実はそんなに得意ではないんです。ただ何かをやろうとしたときに、それを“着地”

させるスキルが人よりあるのは事実だと思います。これまでの経験から、この企画は地元の町内会が協力

するだろうとか、消防と保健所の許可は取れるけど警察はダメって言うだろうとか、だいたい予測がつき

ます。それに誰を説得すればうまくいくとか、ここの人たちに言う順番を間違えたらいけないとか（笑）、

街で何かをやろうとすると必ずそういうことが大事になってきます。そこも含めて我々の仕事だと思っ

ていますしね。 
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―イベントをやる上で重視していることは何ですか？ 

 
企画した本人が一番楽しむということですね。たとえ企画がすべってしまっても、本人やその大切な人が

すごく楽しんで満足していたらそればそれで良いと思っています。失敗による損失もあるかもしれない

けれど、それはダメージと捉えず、むしろ失敗したらそこにはノウハウが生まれると考えます。それが蓄

積していけば、良いコミュニティ・良い街になっていくと思いますね。 
 

生産性や効率性はいらない。コミュニティ活動で得られる価値。 
 
―積極的に街の人々をつなげる活動をされていますが、そうした活動はわかりやすい成果

が出るまでに時間がかかるものだと思います。短期的・具体的な結果としては見えづらい街

づくり活動の価値を、どのように多くの方に理解してもらうのでしょうか？ 

 
たしかに街づくりの活動には、時間をかけて活動を積み重ねてはじめて成果が出るものが多いですよね。

コミュニティ作りなどはまさにそうですが、その価値は実際にそこに参加して体感してもらうことで理

解いただけるものじゃないかと思っています。 
 
一般的に、急いでいて重要なことは皆すぐやりますよね？でも今すぐやらなくても良いけど重要なこと

ってなかなか手をつけられない。街づくり・コミュニティ作りとはまさにそういうもので、緊急性はない

かもしれないけど人々の暮らしを豊かにする大切な取り組みです。そして毎日やっていないとダメで、途

中でやめてしまうとうまくいかない。筋トレみたいなものですね。 
 
―コミュニティ作りが筋トレに近いとは（笑）。コミュニティには緊急性や縛りがない分、

会社組織などとは違う動き方をしそうですね。 

 
コミュニティならではの独特な規範があったりしますね。たとえば生産性や効率性はビジネスではよく

求められる要素ですが、コミュニティだとあまり好まれなくて、そこを追求しても誰も褒めてくれないん

ですよ。 僕たちは毎年お祭りでかき氷の店を出しているのですが、効率よくかき氷を作ろうとして手順

を工夫していたら、そんなことして何の意味があるの？と笑われたこともあって（笑）。たとえ 15 分早

く完売するように効率化しても、打ち上げの時間まで空いちゃうじゃないか、みたいな理論の世界なんで

すよね。ビジネスだと普通のことがコミュニティだと通じなかったりするのも、世の中のさまざまな価値

観が垣間見えて面白いですよ。 
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浜町の夏の風物詩、中央区大江戸まつり盆踊り大会（写真提供：good mornings） 
 
―一方で、これからコミュニティに参加する側から考えると、家と仕事以外のコミュニティ

の中に飛び込むにはそれなりに勇気がいると思います。興味はあるけどなかなか入ってい

けない、という人はどうすれば良いでしょうか？ 

 
行動しないと仲間は増えないので、小さな一歩でもとにかく踏み出すことが大切ですよね。自分が思って

いる以上に、他人は自分のやることに関心がないものですし、そんなに気負う必要はないんです。それ

と、コミュニティの中で頑張っている人にしかわからない共通言語が実はたくさんあって、戦う者同士で

それをわかち合う感覚はかけがえのないものです。行動をする人に対しては外部からネガティブな声が

届くこともありますが、それはあくまで観客席からの声なのであまり気にしなくて良い。観客ではなくプ

レイヤーとして活動し続けた先に、家でも仕事でも得られない新しい価値が手に入ります。だからプレイ

ヤーになる方がずっと楽しい人生になると思いますよ。 
 

これからは、“○○できるコミュニティ”を増やしたい。 
 
―浜町に関わられて約 3 年とのことですが、何か変わってきたと感じることはありますか？ 

 
これまでお伝えしたような取り組みで、地域に新しいつながりが生まれていることはもちろんですが、そ

のコミュニティの活動の形も徐々に変化してきたように感じます。 
 
たとえば、年に４回開催している「浜町マルシェ」でも最近そのことを実感しました。このマルシェには

多くのこだわりの食材が集まるのですが、来てくださるお客さんのことを考えた“品切れ NG”という基
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本のスタンスがある一方で、悪天候などで店舗側に売れ残りが出てしまっても、そこはなかなか問題にな

ってこなかった。でもそれっておかしいよね？という話が挙がり、ロスした食材を全部買って、近隣の企

業の総務部に協力してもらい、その企業のリフレッシュスペースや会議室などで売り始めました。そうし

たら趣旨に賛同して乗ってきてくれる人がたくさん出てきて、今では他の組織や企業も巻き込み、多角的

な「福ごはんプロジェクト」に発展しています。 
 
コミュニティ作りにおいて、異なる者同士をつなげるのが縦軸だとしたら、同業者や似た嗜好同士をつな

げるのが横軸だと思うのですが、“フードロス”という共通のテーマを中心に置くと、その両軸のどちら

とも違う“斜めの軸”みたいなものが生まれるということがわかりました。飲食店のライバル同士でも、

ロス食材を使うという共通項での連帯感が生まれ、同時に異質な人たちもそこに入ってくる、という新し

い形のコミュニティですね。 
 

 
浜町マルシェで売れ残った食材が、企業内で再販売された（写真提供：good mornings） 
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地元の飲食店が食材を再利用して「福ごはん」として提供したメニューの例（写真提供：good mornings） 
 
―それはすごく前向きな変化ですね。将来的にどんなコミュニティが理想になってくると

思われますか？ 

 
これからは、“○○できるコミュニティ”というのが時代に合う形になってくるんじゃないかと思います。

福ごはんプロジェクトもそうですが、何か課題解決ができるようなコミュニティは、参加者のやりがいも

見出しやすい。もし発展すれば規模の大きいコミュニティになっていきますが、そうするとマーケットで

の価値も高まります。たとえばヘルス系企業のマーケット調査があったとしたら、数十万人にサンプリン

グするよりも、数千人の健康分野に関心のあるコミュニティを巻き込んだ方がずっと効率よくリアルな

フィードバックが提供されるはずです。同じ課題意識を持ったコミュニティは、さまざまな形の貢献もで

きるはずなんです。 
 
―最後に、HAMA HOUSE を今後どんな場所にしていきたいか教えて下さい。 

 
さまざまな人が交流するリビングのような場であることが HAMA HOUSE の役割だと思っていますが、

これからも人がつながる機会をできるだけ多く作っていきたいですね。チャンスや種類が多ければ、「自

分もこれだったら参加できるかも」と思っていただける方も増えると思いますし、それによってさらに参

加者の多様性が増すことで、仕掛ける側が予想していなかったアウトプットを生み出すことにもなると

思います。そしてゆくゆくは、僕たちがつなげなくても、自発的に面白いコミュニティが生まれるような

街になったら良いなと思っています。 
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取材・文：丑田美奈子（Konel） 写真：岡村大輔 
 
good mornings 
「場」づくりを通して、人と社会をもっと良くすることをビジョンとし、カフェやレストラン、コミュニ

ティスペースの運営からイベントやメディアの企画制作までを手がける企画運営会社。 
2017 年、日本橋浜町にオフィス兼街づくりの場となる HAMA HOUSE をオープンした。 
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